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一次産業と都市、両方の視点に立ってものごとを進めていく「ダブル」なスペ
シャリストとして、新たな働き方を担ってくれる方を募集します。

これまで、森林や農業といった自然産業の現場と、都市部のセールスやプロモー
ション、商品化といったビジネスクリエイティブスキルは、都市部の生産者と都
市部の商社といったように、役割分担がなされ、緩やかに分断されていました。

浦河町では、地域おこし協力隊（総務省）の制度を活用し、自然産業の現場を熟
知し、ビジネス・クリエイティブスキルで価値化するダブルスペシャリストを育
成します。



１農業・漁業 × セールス・プロモーション
農業・漁業の現場を熟知したセールス・プロモーションのス
ペシャリスト

２自然 × 教育・観光

浦河の自然資源を活用した学びや遊びのスペシャリスト

3提案型

農業 × ICT、漁業×医療福祉 など上記以外の提案型



地域おこし協力隊（総務省）の制度を活用して受け入れい
たします。浦河町地域おこし協力隊では、定型業務がなく、
ベーシックインカムとして、報償費を受けながら、
テーマに沿ったソーシャルビジネスの創出に挑むことがで
きます。



浦河町は、北海道の南端にあるえりも岬から50kmほどの
ところにある、人口1万2千人強のまちです。
帯広空港から２時間、新千歳空港からバスで２時間半で到
着します。

サラブレッドのまちとして有名ですが、観光地ではないた
め、日帰りや１泊２日で楽しめるようなところではありま
せん。ただ、夏は30℃を超えることはほとんどなく、冬は
雪かきが必要ないほど積雪量が少なく、年間通して過ごし
やすい気候一年中過ごしやすい気候のため、移住先や長期
滞在先として人気があり、根強いリピーターがたくさんい
ます。


